
平成18年９月橋本市議会定例会会議録（第６号）の３ 

平成18年９月29日（金） 

                                           

 日程第46 議案第10号 橋本市消防手数料

条例の一部を改正する条例につ

いて 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（上田順康君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 ○議長（上田順康君）日程第３ 議案第10号

橋本市消防手数料条例の一部を改正する条例

について を議題といたします。 

 これより、議案第10号 橋本市消防手数料

条例の一部を改正する条例について を採決

いたします。  本案に関し、委員長の報告を求めます。 

 総務委員会委員長 １番 中上君。  委員長報告は可決であります。 

〔１番（中上良隆君）登壇〕  委員長報告のとおり決することにご異議あ

りませんか。 ○１番（中上良隆君）おはようございます。 

 去る９月14日の本会議において本委員会に

付託された議案第10号 橋本市消防手数料条

例の一部を改正する条例について を審査す

るため、９月15日に委員会を開催し、慎重審

査の結果、全会一致で原案のとおり可決すべ

きものと決しましたので、以下その概要を報

告いたします。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（上田順康君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は委員長報告のとおり可決さ

れました。 

                     

 日程第47 議案第17号 市道の認定につい

て 

 議案第10号は、消防手数料条例第76号２条

中別表に製造所を加え改正するものであるが、

現在、橋本市に製造所はなく、今後の製造所

設置許可等を考慮したものである。 

○議長（上田順康君）日程第47 議案第17号

市道の認定について を議題といたします。 

 本案に関し、委員長の報告を求めます。 

 経済建設委員会委員長 ４番 平木君。 

 委員から料金改正の内容について ただし

があり、現在までは条例に製造所の記載はな

かったが、「地方公共団体の手数料の標準に関

する政令」に従い、改正するものである と

の答弁がありました。 

〔４番（平木哲朗君）登壇〕 

○４番（平木哲朗君）おはようございます。 

 委員長報告を行います。去る９月14日の本

会議において本委員会に付託された議案第17

号 市道の認定について を審査するため、

９月19日に委員会を開催し、慎重審査の結果、

全会一致で原案のとおり可決すべきものと決

しましたので、以下その概要を報告いたしま

す。 

 議員各位のご賛同、よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（上田順康君）ただ今の委員長報告に

対する質疑を行います。 

 質疑ありませんか。  議案第17号は、地域再生法に基づく地域再

生基盤強化交付金事業により、平成18年度か

ら５カ年計画で施行予定である清水西畑支線

について、当事業採択要件として事前に市道

認定が必要であるため、新たに市道として認

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（上田順康君）質疑がないようですの

で、質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 
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定するものであり、委員会はさきに現地に赴

き、調査の後、審査を行いました。 

 日程第48 議案第16号 公の施設の指定管

理者の指定について 

 委員から、当路線と清水西畑幹線、左岸農

道との交差部分はどうなるのか とのただし

があり、平面交差による接続となる との答

弁がありました。 

○議長（上田順康君）日程第48 議案第16号

公の施設の指定管理者の指定について を議

題といたします。 

 本案に関し、委員長の報告を求めます。 

 ５カ年の施行計画であるが、完了時期が前

倒しされることはあるのか とのただしがあ

り、事業制度上、前倒しの完了は可能である

が、今後２カ年程度で用地買収を完了し、そ

の後工事着手となるため、事業完了まで計画

どおり５カ年は必要と考えている との答弁

がありました。 

 文教厚生委員会委員長 ５番 岩田君。 

〔５番（岩田弘彦君）登壇〕 

○５番（岩田弘彦君）皆さん、おはようござ

います。それでは、委員長報告をさせていた

だきます。 

 去る９月14日の本会議において本委員会に

付託された議案第16号 公の施設の指定管理

者の指定について を審査するため、９月20

日に委員会を開催し、慎重審査の結果、全会

一致で原案のとおり可決すべきものと決しま

したので、以下その概要を報告いたします。 

 本路線の施行箇所は地すべりの監視区域に

入っていないのか とのただしがあり、監視

区域に入っていない との答弁がありました。 

 議員各位のご賛同をよろしくお願いします。 

○議長（上田順康君）ただ今の委員長報告に

対する質疑を行います。 

 議案第16号は、地方自治法第244条の２第６

項の規定に基づき、橋本市高野口デイサービ

スセンターの指定管理者として、社会福祉法

人橋本市社会福祉協議会を指定し、指定期間

は平成18年10月１日から21年３月31日までの

２年６カ月間とするものである。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（上田順康君）質疑がないようですの

で、質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。  委員から、指定管理者を社会福祉協議会に

指定した理由について ただしがあり、高齢

者の福祉事業を実施するためには、地域に根

差し、豊かな経験を生かせ、また、今回指定

する前にも旧町から委託された事業を実施し

ていた社会福祉協議会を指定したい。なお、

年度途中のため今回２年６カ月間で、その期

間、経営努力を進める条件で指定する との

答弁がありました。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（上田順康君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより、議案第17号 市道の認定につい

て を採決いたします。 

 委員長報告は可決であります。 

 委員長報告のとおり決することにご異議あ

りませんか。  指定管理後の運営について ただしがあり、

新社会福祉協議会として、新しいノウハウを

取り入れながら経営改善に取り組み、高齢者

の福祉の増進を図るとともに、地域の福祉活

動の推進を目的として、「指定訪問介護」、「障

害者居宅生活支援事業」等を実施していただ

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（上田順康君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は委員長報告のとおり可決さ

れました。 
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く。社会福祉法人橋本市社会福祉協議会は管

理運営委託の実績もあり、社会福祉法人とし

ての立場から、採算性より公共性に重点を置

きながら経費の節減に努め、市民サービスの

向上を図っていただく。契約期間内で経営改

善効果が見られない場合は、指定の見直しも

考える との答弁がありました。 

 ヘルパーの指導について ただしがあり、

介護制度導入後、年二、三回の事業者指導を

行っており、今後も利用者の立場に立ち、事

業者指導に取り組みたい との答弁がありま

した。 

 皆さんのご賛同をよろしくお願いいたしま

す。 

○議長（上田順康君）ただ今の委員長報告に

対する質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（上田順康君）質疑がないようですの

で、質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（上田順康君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより、議案第16号 公の施設の指定管

理者の指定について を採決いたします。 

 委員長報告は可決であります。 

 委員長報告のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（上田順康君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は委員長報告のとおり可決さ

れました。 
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